
新
羅
義
寂

『無
量
寿
経
述
義
記
』
の

一
考
察

-
世

親

『
浄
土
論
』

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
-

梯

信
曉

新
羅
義
寂
の
伝
は
未
詳
で
あ
る
が
、
諸
先
学
の
研
究
に
よ
り
、
彼
が

法
相
と
華
厳
と
を
承
け
て
い
る
こ
と
、

七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
に
か

(
1
)

け
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
は
新
羅
浄

土
教
の
全
盛
期
に
あ
た
る
。
新
羅
浄
土
教
の
特
色
の

一
つ
と

し

て
、

『
無
量
寿
経
』
の
研
究
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

が

あ

げ

ら

れ
、
法
位

・
元
暁

・
義
寂

・
憬
興

・
玄

一
等
が

『
無
量
寿
経
』

の
疏
を

著
し
て
い
る
。
こ
の
中
、
法
位

・
義
寂
の
も
の
は
現
存
し
な
い
が
、
我

国
の
平
安

・
鎌
倉
時
代

の
章
疏
中
に
多
く
の
引
用
が
見
ら
れ
、
概
ね
そ

(2
)

の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
五
師
の
中
、
生
没
年

の
明
ら
か

な
の
は
元
暁

(
6
1
7
-
6
8
6
)
の

み
だ
が
、
他
の
四
師
も
ほ
ぼ
同

時

代

で
あ

る
。
た
だ
、
憬
興

・
玄

一
の
著
作
中
に
法
位

・
元
暁
の
説
が
引
用
さ
れ

て
い
る
か
こ
と
か
ら
、
法
位

・
元
暁
は
憬
興

・
玄

一
よ
り
も
先
輩
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
然
る
に
、
義
寂
の
説
は
、
他
師

の
著
作
中
に
あ
ま

り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
又
、
義
寂

の
説

に
は
独
特
の
も

の
が
多
く
て
、
そ
の
影
響
関
係
が

つ
か
み
に
く
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
第

一
に
、
義
寂

の

『
無
量
寿
経
述
義
記
』
(以
下

『述
義
記
』と
略
す
)
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
、
世
親

『浄
土
論
』

の
扱
い

方
に
つ
い
て
考
察
し
、
第
二
に
、
そ
の
説
が
、

新
羅
浄
土
教

の
上
で
、

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
と
思
う
。

ま
ず
、
義
寂

の

『浄
土
論
』
観
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
『
浄

土
論
』

を
論
ず
る
際
、
古
来
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
論

の
所
釈
の
経
は
何

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
良
忠

の

『論
註
記
』
巻

一
に
は
、

無
量
寿
経
、
挙
二所
依
経
叩
此
通
二三
部

以

下
文
云
丙釈
迦
仏
在
二王
舎
城
及

舎
衛
国

説
乙
無
量
寿
仏
荘
厳
功
徳
甲故
。
以
二五
念
門
理
通
二三
経
一故
。
義

(3
)

寂
云
、
此
論
是
集
義
論
。
非
三是
専
釈
二
一
部
経
文
壱
上

と
あ
り
、
三
経
通
申
説
を
補
佐
す
る
資
料
と
し
て
義
寂

の
説
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
良
忠
の
記
述
に
依
り
、
そ
れ
以
降

の
註
釈
書

の
多
く

(
4
)

が
、

義
寂
を
通
申
論
の
立
場
を
と
る
者
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
述
義
記
』
の
逸
文
を
見
る
と
、
義

寂

は

「浄
土

論
の
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
は
、
無
量
寿
経

に
依

っ
て
説

か
れ
て
い

印
度
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三
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八
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號
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る
」
と
い
う
立
場
を
と

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち

『
述
義
記
』
巻
上
に
、

此
経
(
無
量
寿
経
)
所
レ明
、
即
是
阿
弥
陀
仏

一
方
之
所
現
也
。
創
建
一勝
目
門

(
5
)

則
四
十
八
願
具
足
成
就
。
終
標
二妙
果
二
、則
二
十
九
徳
円
満
荘
厳
。

と
あ

っ
て
、
義
寂

は

『無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
と

『
浄
土
論
』

の
二

十
九
功
徳
を
、
因
と
果

の
関
係
で
見
て
い
る
。

こ
の
中
、
因
、
即
ち
四

(6
)

十
八
願
を
釈
す
る
部
分
で
は
、

有
釈
、
此
願
相
従
為
レ
三
。
一
摂
浄
土
願
、

二
摂
法
身
願
、
三
摂
衆
生
願
。

謂
第
十
二
、
十
三
、
十
七
是
摂
法
身
。
第
三
十
一
、
第
三
十
二
是
摂
浄
土
。

余
四
十
三
是
摂
衆
生
。

(
7
)

と
、
浄
影
寺
慧
遠

『無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上

の
説
を
あ
げ

た
後
、
『
浄

土
論
』
を
用
い
て
、

由
二摂
浄
土
願
門得
二国
土
荘
厳
十
七
功
徳

由
二摂
法
身
願

得
二仏
身
荘
厳
八

種
功
徳
殉
由
二摂
衆
生
願

得
二菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳
一
。

と
述
べ
、

つ
づ

い
て
、
四
十
八
願
を
各

々
三
厳
二
十
九
種

の
荘
厳
功
徳

に
配
当
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
義
寂
は
、
第

一
-
第

三
十
二
願
を
国
土
荘
厳
即
ち
摂
浄
土
願
に
、
第
三
十
三
-
第
四
十
願
を

仏
荘
厳
即
ち
摂
法
身
願
に
、
第
四
十

一
-
第
四
十
八
願
を
菩
薩
荘
厳
即

(8
)

ち
摂
衆
生
願
に
配
当
し
て
い
る
。
浄
影
の
説
で
は
、
第
十
二

・
十
三

・

十
七
が
摂
法
身
、
第
三
十

一
・
三
十
二
が
摂
浄
土
、
そ
の
他
が
摂
衆
生

で
あ
る
か
ら
、
義
寂
は
、
浄
影
か
ら
そ
の
名
目
だ
け
を
借
り
て
、
内
容

は

『浄
土
論
』
に
依

っ
て
全
く
組
み
替
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
果

の
部
分
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
義
寂

は

『
無
量
寿
経
』
巻

上

の
弥
陀
果
徳
の
文
を

『浄
土
論
』
の
国
土
荘
厳
十
七
種
功
徳
に
配
当

(9
)

し
て
い
る
。
仏

・
菩
薩

の
荘
厳
功
徳

へ
の
配
釈
は
、
逸
文
中
に
は
見
ら

れ
な
い
が
、

三
厳
二
十
九
種
功
徳
の
全
て
を

『
無
量
寿
経
』
の
文
に
配

当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

さ
ら
に
、
『
述
義
記
』
巻
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

阿
弥
陀
浄
土
有
二多
品
一故
。
…
…
観
経
及
陀
羅
尼
経
所
説
土
相
、
是
化
浄

土
。
説
二九
品
人
皆
得
ツ生
故
。
説
レ有
二父
母
摩
王
等
二故
。
小
阿
弥
陀
所
説

(
一本
無
)

土
相
、
是
受
用
。
説
話

故

彼
唯
有
二阿
毘
践
致

諸
菩
薩
二故
。
又
説
三多

(
一本
無
)

有
二補
処
菩
薩

故
知
非
二是
変
化
浄
土
殉
彼
声
聞
等
是
化
非
二実

人
一
。今
此

所
説
両
巻
経
中
、
顕
二受
用
土
一
。論
依
・
一
此
経
十
七
種
荘
厳
一故
。
唯
此
経
中

(
10
)

具
二十
七
等
哨
非
二余
経
一故
。

即
ち
、

『浄
土
論
』
所
説
の
十
七
等

の
功
徳
が
具
足
し
て

い

る

の
は

『無
量
寿
経
』
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し

て
、
『観
経
』
と

『鼓
音

声
王
陀
羅
尼
経
』
と
は
、
変
化
土
を
説
く
と
い
う
の
だ
か
ら
、
受
用
土

を
説
く

『
浄
土
論
』
の
所
釈
の
経
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
二
経
は
外
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
如
何
な
る
理
由
で
、
義
寂
は

『浄

土
論
』
を
通
申
論
と

判
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
無
量
寿
経
』
と

同

じ

く
受
用
土
を
説
く
と
さ
れ
る

『阿
弥
陀
経
』
に
対
す
る
見
解
を
見
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

『
述
義
記
』

の
逸
文
中
に
は
、
『
阿
弥
陀
経
』

と

『浄

土

論
』
の
関
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係
に
触
れ
た
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『阿
弥
陀
経
』
所
説

の

極
楽
荘

厳
を

『浄

土
論
』
の
二
十
九
功
徳
に
配
す
る
釈
が
、
靖
適
の

『
称
讃
経

(1
1
)
 

(
1
2
)

疏
』
、
基

の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る

『阿
弥
陀
経
疏
』
、
元
暁
の

『
阿
弥
陀

(
13
)

経
疏
』
等

に
見
ら
れ
、
義
寂
の
説
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
中
、
元
暁
は

『
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
依
正
二
報

の
荘

厳
を
釈
す

る
に
あ
た
り
、
『浄
土
論
』
を
用
い
て
、
依
報
に
十
五
功
徳
、

正
報
に
四
功
徳
を
あ
げ
る
。

こ
の
中
に
は

『浄
土
論
』

の
二
十
九
功
徳

と
や
や
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
数
の
点
で
も
か
な
り
不
足
し
て
い
る
。

義
寂
が

『
無
量
寿
経
』
を
指
し
て

「唯
此
経
中
具
二十
七
等
一」
と
言
う

の
は
、

こ
の
あ
た
り
の
説
を
鑑
み
て
の
上
で
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

以
上

の
如
く
、
義
寂
は
、
『
浄
土
論
』
の
三
厳
二
十
九
種
荘
厳

功

徳

は
主
と
し
て

『無
量
寿
経
』
に
依

っ
て
説
か
れ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
論
を
通
申
論
と
位
置
付
け
た
理
由
の

一
つ
と

し

て
、
『
阿

弥
陀
経
』
所
説
の
荘
厳
中
に

『浄
土
論
』
の
説
に
合
致
す
る
も

の
が
含

ま
れ
る
と
す
る
元
暁
等
の
釈
を
参
酌
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
義
寂
の
説
が
、
新
羅
浄
土
教
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
い
。

既
述
の
よ
う
に
、
義
寂
の
説
に
は
彼
独
特
の
も
の
が
多
く
、
他
師
と

の
影
響
関
係
が

つ
か
み
に
く
い
の

だ
が
、
『
無
量
寿
経
』

の
弥
陀
果
徳

の
文
を

『浄
土
論
』

の
国
土
十
七
種
功
徳
に
配
当
す
る
と
い
う
釈
は
、

玄

一
と
憬
興
と
に
見
ら
れ
る
。

玄

一
の

『無
量
寿
経
記
』
巻
上
で
は
、
弥
陀

果
徳
の
文
を
釈
す
る
に

あ
た
り
、

一
云
、
上
来
明
二浄
土
因
一巳
。
自
下
第
二
顕
二浄
土
果
殉
義
積
師
云
、
往
生

論
釈
二此
以
後
経
文
殉
是
故
彼
論
云
、
我
依
修
多
羅
真
実
功
徳
相
説
願
偶
総

持
与
仏
教
相
応
故
。
解
云
、
若
此
経
中
不
レ
説
二十
七
功
徳
等
一者
、
論
至
(主

イ
)
依
・
荷経
一故
、
言
二我
依
等
一
。以
二観
経
等
三
浄
土
経

(観
・
小

・
鼓
音

経
)
皆
不

説
故
。
…
…
彼
論
云
二真
実
功
徳
相
一者
、
謂
拠
レ勝
故
、
且
説
二

他
受
用
土
相
一
。

(
14
)

等
と
述
べ
、
以
下
経
文
を
十
七
功
徳
に
配
当
し
て
ゆ
く
。

こ
こ
に
言
う

義
積
が
誰
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
部
分
の
記
述
は
義
寂

の
説

に
ほ

ぼ

一
致
し
、
加
え
て
、
義
寂

・
義
積
と
も
、
音

は
同
じ
で
あ

っ
て
、
あ

る
い
は
、
こ
の
義
積
は
義
寂
の
誤
か
も
し
れ
ず
、
玄

一
が
何
ら
か
の
形

で
義
寂
の
説
を
参
考
に
し
た
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

憬
興
の

『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
巻
中
に
も
、
同
様
の
釈
が
見
ら

(
15
)

れ
る
が
、
憬
興
が
義
寂
以
降
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
先
学
に
よ

っ
て
指

(
16
)

摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
玄

一
・
憬
興
に
は
、
義
寂
同
様

『無
量
寿
経
』
の
弥
陀
果
徳

の
文
を

『
浄
土
論
』
の
国
土
十
七
種
功
徳
に
配
す
る
釈
が
見
ら
れ
る
の

だ
が
、
両
老
共
四
十
八
願
を
二
十
九
功
徳
に
配
す
る
釈
は
採
ら
な
い
。

義
寂
に
よ
る
と
、
四
十
八
願
と
二
十
九
功
徳
は
因
と
果
の
関

係

で
あ

り
、
又
、
弥
陀
果
徳
の
文
は
本
願
成
就
文
と
言
え
る
も
の
で
あ

っ
て
、

片
方
を
採

っ
て
片
方
を
採
ら
な
い
と
い
う
の
は
理
に
か
な
わ
な
い
。

新
羅
義
寂
無
量
寿
経
述
義
記
の
一
考
察

(梯
)
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)

(
17
)

玄

一
は
、
法
位
の
説
を
承
け
て
四
十
八
願
を
釈
し
て
い
る
。
法
位
は

新
羅
浄
土
教
の
先
駆
と
さ
れ
る
人
物
で
、
玄

一
の
釈
に
は
、
こ
の
法
位

の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
憬
興
の
四
十
八
願
釈
は
、
前
掲
の
浄
影
の
説

(
18
)

に
忠
実
で
あ
る
。
浄
影
が
新
羅
浄
土
教
全
般
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
彼
ら
が
義
寂
の
説
を
採
ら
な
か

っ
た
の

は
、
伝
統
的
な
浄
影
や
法
位

の
説
を
逸
脱
す
る
こ
と
が
偉
ら
れ
た
が
た

め
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
何
故
、
弥
陀
果
徳
の
文
を
十
七
種
功
徳
に
配
す
る
釈
の

み
は
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
羅
浄
土
教
は
、
概
ね
法
相
宗
に
属
す
る
と
考
え
て
よ
い
の
だ
が
、

法
相
宗
で
は
、
『
摂
大
乗
論
』
『
仏
地
経
論
』
所
説
の
十
八
円
満
を
用
い

(
19
)

て
仏
土
荘
厳
を
釈
す
る
の
が

一
般
的
で
、
基

の

『
義

林

章
』
仏

土

章

(
20
)

や
、
法
位

の

『
無
量
寿
経
義
疏
』
等
に
見
ら
れ
る
。
義
寂
は
、

こ
の
十

(
21
)

八
円
満
を

『浄
土
論
』
の
二
十
九
功
徳
に
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
十

八
円
満
は
他
受
用
土
の
相
を
説
く
も
の
と
さ
れ
て

い

る
。

一
方
、
『浄

土
論
』
は
蓮
華
蔵
世
界
を
説
く
。

こ
の
蓮
華
蔵
世
界
を
、
他
受
用
土
と

位
置
付
け
て
、
十
八
円
満
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
法
相
宗
の
教
理
の

上
で
矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
加
え
て

『浄
土
論
』
が
世
親
の
作
で

あ
る
こ
と
も
重
視
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

以
上

『浄
土
論
』
の
扱
い
方
に
着
眼
し
て
、
新
羅
浄
土
教
に
お
け
る

義
寂
の
位
置
を
論
じ
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
に
至
っ
た
。

義
寂
は

『
無
量
寿
経
』
弥
陀
果
徳
の
文
に
説
か
れ
る
浄
土
を
受
用
土

と

判

じ
、

こ
れ

を

『
浄

土

論
』

を

用

い
て
釈

し

た
。

こ

れ

は
、

元

暁

『
阿

弥

陀

経

疏
』

等

の
説

を

参

酌

し

て
、

伝

統

的

な

十

八

円

満

依

用

の

態

度

を

一
歩

進

め

た

も

の
で

あ

る
が
、

法

相

宗

の
教

説

の
範

疇

を

逸

脱

す

る
も

の

で

は
な

い
。

こ

の
説

は
、

玄

一

・
憬

興

に
影

響

を
与

え

て

い

る
。

弥

陀

果

徳

を

『
浄

土
論

』

で
解

し

た

の
だ

か
ら
、

そ

の
因

で
あ

る

四

十

八

願

を

二
十

九

功

徳

に
配

す

る

の
は
極

め

て
自

然

で
あ

る
。

し

か

し
、

こ

の
説

に
従

う

と
、

伝

統

的

な
浄

影

・
法

位

の
説

を

逸

脱

す

る

こ

と

に
な

る

た

め
、

玄

一

・
憬

興

は
敢

え

て

こ
れ

を

採

ら

な

か

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

の
で
あ

る
。

1
 恵
谷
隆
戒

『
浄
土
教

の
新
研
究
』

93
頁
-
等

2
 
本稿

で
は
上

掲
恵
谷
書

付

録
所
収

の
復
元
本
を

テ
キ
ス
ト
と
す
る

(
以
下
、

恵
谷
本
と

言
う
)

3
 浄
全

一
・
2
5
7
上
、
恵
谷
本

魏
頁

4
 了
恵

『
論
註
略
紗
』
、
聖

聡

『註

記

見
聞
』
等

5
 恵
谷
本
4
1
5
頁
6
 同
4
1
9
-
4
2
3
頁
7
 大
正
三
七

・
1
0
3
b

8
 前
掲
恵
谷
書
1
0
0
-
1
0
1
頁
9
 恵
谷
本
4
2
5
-
4
3
2
頁
10
 同
獅
頁

11
 古
侠
。

拙
稿

「
源
隆
国
編

『
安
養
集
』
に

つ
い
て
」
付
録

(
『
南
都
仏
教
』

56
所
収
)

参
照

12
 大
正
三
七

・
3
1
9
b
-
3
2
3
a
 

13
同
3
4
9
a
-
c

14
 続
蔵

一
・
三

二

・
二

・
2
0
2
右
-
2
0
6
右

15
大
正
三
七

・
1
5
5
a
-
1
5
8
a

16
 前
掲
恵
谷
書
60
、
1
1
7
頁
等

17
続
蔵

一
・
三
二

・
二

・
甥
左
-

18
 大
正
三
七

・
1
5
0
c
-
1
9
大正
四
五

・
3
6
9
b
-
2
0
恵
谷
本
4
0
0
-
1
0
2
頁
。

深
貝
慈
孝

「新
羅
法
位
浄
土
教

の
研
究
」

(『
戸
松
教

古
稀
記
綴
浄
土
教
論
集
』
所
収
)

21
 恵
谷
本
4
2
5
頁
-
。

尚
、

こ
の
よ
う
な
説

は
、
竜
興

『
観
経
記
』
巻
上

(
恵

谷
本
3
7
2
頁
-
)
等に
見
ら
れ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
義

寂
、

元
暁
、

玄

一
、
浄
土
論

(
早
稲
田
大
学

大
学

院
)
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